
　
六
月
十
一
日

　
流
石
に
、
李
祖
原
と
同
行
し
た
こ
の
一
週
間
は
い
さ
さ
か
疲
れ
た
。
朝
は

ゆ
っ
く
り
眠
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
昼
過
ぎ
宗
柳
で
Ｋ
君
を
交
え
昼
食
。

　
今
日
は
設
計
製
図
の
講
評
会
で
、
十
三
時
頃
大
学
へ
向
か
う
。
今
日
、
学

生
達
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
説
明
会
、

ソ
ク
ー
ロ
フ
の
ビ
デ
オ
会
の
ア
ナ 

ウ
ン
ス
す
る
予
定
。
諸
々
の
事
を
考
え
れ

ば
、
今
、
危
険
度
Ａ
の
地
域
で
の
仕
事
の
情
報
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
の
是

非
は
考
慮
し
な
く
て
は
と
は
思
う
が
。
磯
崎
新
も
大
変
な
事
を
言
い 

出
し
た

な
。
十
四
時
過
大
学
。

　
十
五
時
講
評
会
。
十
九
時
頃
修
了
。
二
〇
時
過
入
江
、
赤
坂
、
宮
崎
、
各

先
生
と
会
食
。
二
十
三
時
頃
迄
。
世
田
谷
村
に
二
十
四
時
前
戻
る
。

　
六
月
十
二
日
　
日
曜
日

　
久
し
振
り
の
休
日
。
川
添
登
さ
ん
か
ら
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
、
「
メ
タ
ボ

リ
ズ
ム
と
メ
タ
ボ
リ
ス
ト
た
ち
」
（
美
術
出
版
社
）
他
乱
読
。
夕
方
、
上
の

菜
園
、
下
の
菜
園
に
生
ゴ
ミ
を
埋
め
る
。
一
週
間
程
の
生
ゴ
ミ
は
か
な
り
の

量
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
ゴ
ミ
を
排
出
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
、
実
感
す

る
。
メ
タ
ボ
リ
ス
ト
達
の
中
で
は
大
高
正
人
氏
の
の
章
が
面
白
か
っ
た
。
大

高
さ
ん
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
事
も
あ
っ
た
。
自
由
民
権
運
動
の
父

を
祖
に
持
っ
た
人
で
あ
る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。 

藤
森
照
信
の
「
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
建
築
史
」
再
読
。
川
添
登
の
文
の
ス
タ
イ
ル
と
藤
森
の
そ
れ
と
は
、

全
く
異
な
る
世
界
で
あ
る
の
を
実
感
す
る
。
藤
森
の
メ
タ
ボ
リ
ス
ト
達
の
評

価
を
読
ん
で
み
た
い
気
が
す
る
。
藤
森
の
基
盤
は
何
と
言
っ
て
も
、
日
本
の

近
代
建
築
（
明
治
洋
館
を
中
心
と
す
る
）
を
ほ
と
ん
ど
全
て
実
見
し
、
体
感

し
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
。
ラ
ス
キ
ン
で
は
な
い
け
れ
ど
、
設
計
者
や
レ
ン
ガ

積
み
を
す
る
職
人
達
の
側
に
立
ち
、
彼
等
の
想
像
力
や
夢
の
側
に
立
ち
建
築

を
考
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
史
家
と
し
て
、
そ
れ
等
を

概
観
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
彼
は
必
然
的
に
後
半
生
、
作
家
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

   

　
　
六
月
十
三
日

　
九
時
世
田
谷
村
を
発
つ
。

　
十
時
研
究
室
。
丹
羽
君
が
日
曜
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
手
を
入
れ
て
く
れ

た
よ
う
だ
。
毎
週
毎
週
の
休
日
更
新
は
無
理
だ
ろ
う
が
、
読
者
諸
氏
は
ペ
ー

ジ
の
更
新
の
速
力
を
求
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
は
出
来
る
だ
け
応
え
た
い
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
新
し
い
事
態
に
対
面
し
て
い
る
。
私
自
身
が
サ
イ
ト
の
編
集

が
非
力
な
の
で
丹
羽
君
に
負
担
を
か
け
て
い
る
。
昨
日
と
今
朝
、
カ
バ
ー
コ

ラ
ム
藤
森
照
信
の
「
人
類
と
建
築
の
歴
史
」
書
評
書
く
。
つ
い
つ
い
興
が
乗

っ
て
コ
ラ
ム
に
は
過
ぎ
た
字
数
に
な
っ
た
。
字
数
が
増
加
し
て
読
む
の
が
大

変
に
な
る
と
、
そ
の
サ
イ
ト
は
パ
ス
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
誠
に
ネ
ッ
ト

情
報
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
大
方
の
読
者
の
支
持
は
増
え
て
い
る
様
だ
。
こ

の
ペ
ー
ジ
は
研
究
室
の
毎
日
の
機
関
誌
と
し
て
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
つ
も
り
だ
。

　
す
で
に
六
月
も
半
ば
。
や
り
た
い
事
は
山
程
あ
る
の
に
、
出
来
た
事
は
小

さ
い
。

　
松
村
秀
一
氏
が
日
本
建
築
学
会
賞
（
論
文
）
を
受
賞
し
て
、
そ
の
祝
い
の

会
が
七
月
に
持
た
れ
る
と
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
。
良
か
っ
た
。
彼
の
容
量
の

大
き
さ
に
託
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
こ
れ
か
ら
益
々
ふ
え
る
だ
ろ
う
か
ら
。
二

〇
時
過
新
大
久
保
駅
前
近
江
屋
で
ス
タ
ッ
フ
と
会
食
。
二
十
一
時
四
〇
分
修

了
。
世
田
谷
村
に
戻
る
。
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